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小アジアにおけるウンゲンタリウムの出現と普及 
—Sardis・Tarsos・Gordion出土のUnguentariumに関する一考察— 
                                   鈴木 慎也 
 
 
はじめに 
前 334 年から始まったアレクサンダー大王の東方遠征により、アケメネス朝ペルシアが打倒され、オリエ
ント世界をはじめとする東地中海世界は、ギリシア文化の洗礼を受けることで、物心の両側面において統一
が進んだ。これによって、経済の拡大に好ましい状況がもたらされ、交易活動が活発化しただけではなく、
交易の対象となる資源や製品の種類も増加することとなった。このようなヘレニズム時代の交易活動の隆盛
に関する一連の研究は、経済文書や神殿会計碑文などの史料に基づいたものが中心的であり、考古学的資料
はほとんど顧みられることがなかった。 
    しかしながら、近年の考古学的調査の進展にともない、考古資料の数量的なデータは増加の一途を辿り、
史料と比類されるほどに交易活動に関する研究の中心的な資料としての地位を獲得しつつある。特に、ワイ
ン等を運搬する際に用いられたアンフォラ 1）は形状や胎土の違いから、しばしば容易にその産地や年代を推
定することが可能であることから、これを用いた当時のワイン交易に関する研究が、盛んに行なわれ始めて
いる 2）。 
本稿で扱うウンゲンタリウムは、香油等を入れるために使用されていたと考えられているものであり、ア
ンフォラ同様、ヘレニズム時代の交易活動に関する研究の中で、近年注目されつつある考古資料である。ま
た、その内容物である香油は当時の社会においても、嗜好品であり、また儀式等に欠かせないものであった
ことから、ウンゲンタリウムの伝播を研究することは、香油にまつわる一連の文化の普及を解明することに
もつながるのである。 
 
 
1．ウンゲンタリウムとは 
ウンゲンタリウム（Unguentarium）は、レキュトス（Lekythos）、アラバストロン（Alabastron）、ア
ンフォリュコス（Amphoriskos）などと同様に、主に香油瓶として使用されていた小型容器である［第 1
図］。これらの小型容器の出現時期（レキュトス：前 6世後半、アラバストロン：前 6世紀前半、アンフォ
リュコス：前 6世紀後半）と比較するとその出現期は遅く、最古の事例でも、前 5世紀中頃とされている。
東地中海における最古の事例は、さらに時代の下った、前 4 世紀末のギリシア・アテナイからの出土が確認
されている。ウンゲンタリウムは、住居跡からだけではなく、当該期の墓の内部からも数多く出土している
ことから、日常的な使用だけではなく、埋葬儀 
礼とも深く関係していたと考えられている。 
 ウンゲンタリウムという名称は、ラテン語の 
unguentum（軟膏）という言葉に基づいて名 
付けられた現代の造語である 3）。ヘレニズム時 
代からローマ時代にかけて使用されていた非常 
にポピュラーな香油瓶であり、パレスチナから 
スペインにわたる地中海世界一帯に広く分布し 
ていた。長期間、広範囲にわたり使用されてい 
 
 
 
第 1図 各種香炉瓶の形状 
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たということは、その編年や起源を明らかにする事によって、遺構や共伴遺物の年代決定の際に標準遺物と
して使用することができるだけではなく、当時の交易の状況を復元することを可能とする。上記のような理
由から、ウンゲンタリウムに関する起源や編年に関する研究が盛んに行なわれてきた。起源に関する研究は、
これまでのところ、研究者間において意見の一致をみていないが、東地中海沿岸地域という点ではほぼ共通
している 4）。 
編年に関する研究では、アテナイ・アゴラの出土層位に基づいて構築された編年が、資料数の多い点、分
析資料が明確な層位から出土している点などから、一番信頼できるものとして、他の出土層位が不明確なウ
ンゲンタリウムの年代を推定する際に、大きな助けとなっている〔Susan 2007〕［第 2図］。また、近年 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  第 2図 アゴラ出土のウンゲンタリウムの編年表〔Susan I. Rotroff. 2007より作成〕 
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では、ウンゲンタリウムの機能に関する研究も行なわれている〔Anderson-Stojanovic 1987〕。 
そのような中で、ウンゲンタリウムがどのようにして地中海一帯へと広がり、各地の土器文化の中に取り
込まれていったのか、という伝播と在地化に関する研究はこれまでほとんど行なわれてこなかった。それは、
従来の研究が東地中海、特にギリシアやキプロス島から出土した資料を中心に行なわれてきたため、周辺部
から出土した資料を用いた研究が手薄となっていたことに起因している。また、ウンゲンタリウムの器形に
注目した研究ばかりが目立ち、ウンゲンタリウムの内容物である香油をめぐる当時の交易活動のあり方に迫
るような研究はほとんど行なわれてこなかったと言える。そのような中で、小アジアの遺跡から出土してい
るウンゲンタリウムについて見てみると、それらは各遺跡の報告書の中でその一部が紹介されているのみで
あり、体系的な研究はこれまで行なわれてこなかった。 
 
 
2．研究の目的 
 そこで本稿では、小アジアの遺跡の中でも、多くのウンゲンタリウムの出土が報告されている、サルデイ
ス（Sardis）、タルソス（Tarsos）、ゴルディオン（Gordion）の分析を通して、当地におけるウンゲンタ
リウムの出現時期、及びその特徴を明らかにしていく。 
 これまでの小アジアにおける香油に関する研究は史料からの成果が中心であり、史料上に登場する、主要
な産地に関することしか解明されてこなかった。本稿で上記の点を明らかにすることにより、これまでの史
料研究からは明らかにされてこなかった、香油の流通形態とその経路について、考古学的な視点から考察を
加え、ヘレニズム時代において重要な商品として扱われていた、香油をめぐる交易活動の一端を明らかにす
ることを目的とする。 
 
 
3．分析の対象と方法について   
   ウンゲンタリウムはヘレニズム時代からローマ時代へ移行する時期に、材質と器形の面で大きな変化が
起きたことがこれまでの研究によって明らかにされている。材質は、ヘレニズム時代からローマ時代初期に
かけて土製が中心であったのに対し、ローマ時代初期以降になると、ガラス工芸の技術の向上に伴い、ガラ
ス製が中心となる。器形は以下に示すように 2 つのグループに大別されており、ヘレニズム時代には紡錘形
が、ローマ時代には球根形がそれぞれ主流となる〔Anderson 1987〕。 
1）紡錘形［第 3図］  
 胴部の中央部が丸みを帯びており、上部、下部にいくにしたがって徐々に細くなっていく。また、大抵の
場合、脚部が胴部と明確に区別できるような構造になっている。最も古い型式は、胴部の膨らみが大きく、
アンフォラのミニチュア版であるアンフォリスコスのように基底部が短い。基底部が長くなり、胴部が縮小
化した型式が出現し始めるには、前 4 世紀頃のスペイン・西地中海世界であり、ギリシア・東地中海世界で
は前 4世紀末～前 3世紀初頭にかけて出現する。ヘレニズム時代に主流の器形である。 
2）球根形／洋梨形［第 3図］ 
 底部が平らになっており、基底部が胴部と明確に区別することができない。この型式は前 4 世紀末に出現
するが、より一般的に用いられるようになるのは前 1世紀～後 1世紀の間であり、ローマ時代に主流の器形
である。本稿では、ヘレニズム時代の小アジアにおけるウンゲンタリウムの出現時期とその特徴を明らかに
する事を目的として掲げている。そのため、今回はサルデイス、タルソス、ゴルディオンから出土している
遺物の中でも、ヘレニズム時代に主流をなしていた、土製紡錘形のウンゲンタリウムを分析対象の遺物とし
て扱う事とする。 
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 分析に際しては、①製作技法、②器形、③装飾の 3 つの観点から各遺跡の対象遺物の分析を行なう。①で
は、胎土の特徴及びその焼成技法について、②では、口縁部・胴部・脚部などの特徴の現れやすい箇所につ
いて、③では彩文・刻線・盛り土による装飾について、それぞれ見ていく。各遺跡におけるウンゲンタリウ
ムの時系列での変化を捉える事で、出現時期と各遺跡の特徴を解明するとともに、それらを比較する事で、
遺跡間においてウンゲンタリウムの出現時期や特徴に差異を見出す事が可能かどうか考察を行なう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．分析 
1）サルデイス（Sardis）（第 4図の地図参照） 
 サルデイスの歴史は古く、旧石器時代から既に居住地として機能 
していたと考えられている。このサルデイスが最も繁栄を極めたの 
が、世界最古の貨幣を鋳造したことで有名なリディア王国（前 7世 
紀～前 547年）の王都が置かれていた頃である。その後、アケメネ 
ス朝ペルシアとの抗争にリディア王国が敗北した事により、王都と 
しての機能を失うが、それ以降もアケメネス朝ペルシアのサトラッ 
プが置かれるなど、その地方の中心的な都市として存続し続けた。 
ヘレニズム時代になるとサルデイス一帯はペルガモン王国の領土の 
            
第 3図 紡錘形（左）、球根/洋梨形（右）〔Anderson-Stojanovic, V. R. 1987より一部改変〕 
 
 
第 5図 紡錘形ウンゲンタリウム 
〔Susan I. Rotroff  2004〕 
 
第 4図 対象遺跡分布図（Google mapより作成） 
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第 6図 還元焼成と酸化焼成の割合 
一部として組み込まれ、海岸部と内陸部の交易の中継地点として繁栄を遂げる。サルデイスの発掘調査は、
アメリカのプリンストン大学によって始められ、現在では、アメリカのハーバード大学によって継続的な調
査が行なわれている。 
(1) 出現時期   
サルデイスの発掘報告書中に掲載されているウンゲンタリウムは計 190点。その中で最古のウンゲンタリ
ウムは、Butler による墳墓 211 号の調査の際に出土した、紀元前 4世紀のものである［第 5 図］。この年
代はウンゲンタリウムの器形からだけではなく、墳墓 211 号から出土した他の共伴遺物であるレキュトスや
アンフォラなどからも同様の年代が推定されている。このウンゲンタリウムは、丸みを帯びた胴部と朝顔形
に広がった脚部が特徴的であり、アンフォリュコスの器形と非常に類似している。このタイプは、アンフォ
リュコスからウンゲンタリウムへと変化を遂げる過渡期の器形として捉える事ができ、紡錘形の中でも最古
の器形に属していると考えられる。 
(2) 製作技法 －混和材－   
サルデイス出土のウンゲンタリウム 190点中、胎土中に混和材が混入されている事例は、僅かに 9点であ
った。混和材として使用されていたのは、雲母と白色の小石（石灰岩か？）の二種類であり、胎土中に含ま
れる量も比較的少ないものが多い。この傾向は他のサルデイス出土の他の器種の土器に関しても言える事で
あり、サルデイスでは混和材の使用が稀であったと考えられる。 
(3) 製作技法 －焼成技法－  
 第 6 図はギリシアのアテナイ・アゴラから出土した
237 点のウンゲンタリウムを年代や器形を考慮せずに、
焼成技法の違いに基づいてグラフ化したものである。こ
の図を見て分かるように、アゴラでは還元焼成 5）による
ウンゲンタリウムが主流を占めている。また、還元焼成
土器と酸化焼成 6）土器の割合の時系列での推移を示した
第 7図のグラフから、常に還元焼成土器の割合が高いと
いう状況が理解できる。以上のことから、アゴラでは還
元焼成技法を用いた灰色ウンゲンタリウムが長期間に及
び在地で製作されていたことが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 7図 還元焼成と酸化焼成の時期別出現頻度 
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第 8図 還元焼成と酸化焼成の割合 
また、このことは酸化焼成技法で製作された土器
が他の地域からもたらされたことを推察させる。事
実、この酸化焼成技法を用いて製作されたウンゲン
タリウムの多くは、口縁部がドーム状になっている
Domed-Mouth Unguentariumと呼ばれるキプロス
島起源のものであると報告されている。第 8図はサ
ルデイスから出土した190点のウンゲンタリウムを
年代や器形を考慮せずに、焼成技法の違いに基づい
てグラフ化したものである。この図を見て分かるよ
うに、サルデイスでは、酸化焼成土器が全体の半数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 9図 酸化焼成と還元焼成の時期別出現頻度 
  ※縦軸はそれぞれの遺物の推定年代の年代幅を示す。 
 
第 10図 前 2世紀前後の酸化焼成と還元焼成の割合 
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第 11図 西斜面式紡錘形の胴部の破片 
〔Susan I. Rotroff 2004〕 
以上を占めており、アゴラにおいて支配的であった還元
焼成技法で製作されたものの割合が低い。また、190 点
中、年代が明らかになっている 71 点をグラフ化した第
9 図を見ると、前 4～3 世紀にはほとんど確認されてい
なかった還元土器が前 2世紀を境に増加していることが
分かる。さらにこの 71点中から前 3世紀と前 2世紀に
年代が跨っている 3点を取り除いた 68点を前 2世紀以
前と以後に分け、酸化焼成土器と還元焼成土器の割合を
グラフ化したのが第 10 図になる。これらのグラフを見
て明らかなように、前 2世紀がサルデイスにおけるにウ
ンゲンタリウムの焼成技法における画期となっている事
が分かる。 
しかしながら、このことは単純に前 2 世紀以降のサルデイスにおける還元焼成技法そのものの開始を意味
するものではない。サルデイスでは既にヘレニズム時代に先行するリディア時代から還元焼成技法を用いた
土器が在地において製作されていた事がこれまでの調査で明らかにされており、ウンゲンタリウムが出現す
る紀元前 4 世紀の段階で、酸化焼成技法も還元焼成技法も使用可能であったからである。では、何故、前 2
世紀以前には極端に還元焼成土器が少ないのか、という問題が浮上してくる。 
  この問題に対する答えを出すためには、前 4～3 世紀にサルデイスに持ち込まれたとされる搬入品のウン
ゲンタリウムに注目しなければならない［第 11 図］。この搬入品は西斜面式紡錘形ウンゲンタリウム
（West Slop fusiform Unguentarium）と呼ばれており、アテナイのアクロポリス西側斜面の発掘区から多
数出土したことから名付けられた遺物である。 
 サルデイスから出土しているのは、土器の断面が赤褐色や黄褐色であることから酸化焼成技法によって製
作されたことが分かる。表面には黒色の上薬が添付されており、表面は光沢をもっている。肩部には粘土を
盛る事によって、葉っぱ状の装飾が施され、表面の上薬を削り取り平行線文様を表現している。このような
特徴を備えているサルデイス出土のウンゲンタリウムは典型的な西斜面式陶器として捉える事ができる。 
 つまり、サルデイスでは前 4～3 世紀にギリシア方面からもたらされた酸化焼成技法によって製作された
西斜面式陶器を模倣し、酸化焼成技法を用い、表面に上薬を添付し、装飾を施さない簡素なタイプのウンゲ
ンタリウムの生産が始まったと考えられる。そして、前 2 世紀に入ると、還元焼成によって製作された脚部
の長い灰色ウンゲンタリウムがアテナイなどのギリシア方面から搬入され、それらを模倣し、還元焼成技法
による生産が開始されたと考えられる。前 3 世紀から在地での酸化焼成技法を用いた生産活動が開始され、
前 2 世紀には酸化焼成技法と還元焼成技法の二つの焼成技法を用いた生産がスタートしたとものと推察され
る。 
(4) 器形   
第 12 図はサルデイスの報告書の中で、写真もしくは図面が掲載されているウンゲンタリウム 16 点を、
各々の推定年代を基にグラフ化したものである。このグラフを見て明らかなように、前 2 世紀以前のウンゲ
ンタリウムのほとんどが紡錘形の中でも一番古い器形とされている脚部が短く、胴部が丸みをおびているタ
イプである。それに対し、前 2 世紀以後のウンゲンタリウムは、その全てが紡錘形の中でもより新しい時期
とされている脚部の長いタイプである事が分かる。つまり、器形から見た場合も焼成技法と同様に前 2 世紀
を画期として捉えることができるのである。アゴラでは前 2 世紀以降も紡錘形の中でも一番古い器形とされ
ている脚部が短く、胴部が丸みをおびているタイプが脚部の長いタイプのものと共存していることを考える
と、前 2世紀以降に古いタイプが出現していないサルデイスの状況は非常に興味深いと言える。 
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第 12図 サルデイス出土のウンゲンタリウムの器形とその年代〔Susan I. Rotroff 2004より作成〕 
(5) 装飾   
サルデイス出土のウンゲンタリウムに施されている装飾は、盛り土によるモティーフと彩文の 2 つであり、
刻線によって装飾されたものは 1 点も確認されていない。盛り土によるモティーフが確認されているのは、
搬入品の西斜面式紡錘形ウンゲンタリウムのみである。彩文をともなうものは前 2 世紀以前が多く、酸化焼
成技法によって製作された土器の表面に赤褐色や白色を使った単色の平行線文様が装飾されている。前 2 世
紀以降になると、ほとんど彩文を伴わない非常にシンプルなものが増加する傾向にある。つまり、彩文にお
いても前 2 世紀前後が一つの画期として捉えることができることができるのである。もう一つの特徴として、
サルデイスの灰色土器には、ギリシアのそれにみられるような白色・赤褐色の平行線文様がほとんど確認さ
れていないことをあげることができる。 
(6) サルデイスの特徴   
サルデイスにおけるウンゲンタリウムの生産は遅くとも前 3 世紀頃に開始され、初期の段階では、ギリシ
ア起源の西斜面式紡錘形ウンゲンタリウムを模倣し、酸化焼成技法を用いたウンゲンタリウムが製作されて
いた。模倣によって在地で製作された初期のウンゲンタリウムは、図のように最古期の紡錘形の器形を呈し、
表面には黒色のスリップが施され、その上に暗赤色の平行線文様が描かれた。また、サルデイスでは前 3 世
紀に、模倣から脱した地域色の強い独自のタイプが出現する。このタイプの最大の特徴は、その大きさであ
る。一般的な最初期のウンゲンタリウムは器高が 8～12cm ほどであるのに対し、このタイプは 15～20cm
前後と一回り大きい。もう一つの特徴として、表面に赤色のスリップが施されていることである。ギリシア
地方では最初期のウンゲンタリウムに赤色のスリップがかけられている事例は報告されていないため、その
点でもこのタイプがサルデイスにおいて生産された事を証明している。このタイプは、他の小アジアの遺跡
ではほとんど確認されていないため、サルデイスのウンゲンタリウムの在地生産を特徴づけるものとして捉
えることができる。このようにして、前 3世紀から始まった酸化焼成技法を用いた在地での生産は、前 2世
紀に画期を向かえることとなる。その画期とは、還元焼成技法による生産の開始、長い脚部をもった器形の
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出現、無装飾のウンゲンタリウムの増加、これらの3つの点で特徴づけられる。 
 
2）タルソス（Tarsos）（第4図の地図参照） 
 タルソスは聖パウロ生誕の地として非常に有名な都市である。こ 
こには新石器時代からオスマン帝国時代まで非常に長い期間にわた 
って人々が居住していたことが、発掘調査によって明らかになって 
いる。鉄器時代後半にはアケメネス朝ペルシアのサトラップが置か 
れ、その後、ヘレニズム時代になるとシリアとポントス王国をつな 
ぐ交通の要所として、セレウコス朝シリア、プトレマイオス朝エジ 
プトの支配を受けながら、キリキア地方の中心的な都市として繁栄 
し続けた。  
(1) 出現時期   
タルソスの発掘報告書中に掲載されているウンゲンタリウムは計 34 点。その中で最古のウンゲンタリウム
は、紀元前 4 世紀後半の集落跡から出土したものである［第 13 図］。この年代は共伴した貨幣などから推
定されたものである。このウンゲンタリウムは、胴部のみの破片であり、口縁部、頸部、脚部が欠損してい
るため詳しい器形は不明であり、遺物から年代を推定する事は困難である。しかしながら、酸化焼成技法で
製作されている点、黒色のスリップを伴わないという点から、ギリシア地方にみられる灰色土器や西斜面式
土器などではないことは明らかである。 
(2) 製作技法 －混和材－   
タルソス出土のウンゲンタリウムの特徴としてあげる事ができるのが、そのすべてに金雲母や顆粒状の石
灰が胎土中に含まれている点である。胎土中にこれらの混和材が混入されている事例は、サルデイスでは
190点中僅かに 9点、ゴルディオンでは 1点も確認されていない。アゴラ出土のウンゲンタリウムは、その
総数を特定する事はできないが、報告書によると前 2 世紀以降になると以前に増して顆粒状の石灰が混入さ
れる傾向にあるとのことから、胎土中に混和材を入れる事が一般的であったことが伺える。 
(3) 製作技法 －焼成技法－   
タルソスから報告されているウンゲンタリウムは、胎土の色から判断すると、そのすべてが酸化焼成技法に
よって製作されたものであると推察される。 
(4) 器形   
第 14図はタルソスの報告書の中で、写真もしくは図面が掲載されているウンゲンタリウム 12点を、各々
の推定年代を基にグラフ化したものである。このグラフを見て分かるように、タルソスでは紡錘形の中でも
脚部の短いタイプはほとんど確認されておらず、比較的年代の新しい脚部が長いタイプが全期間を通して確
認されている。タルソスに特徴的な器形として、肩部が発達したタイプが確認されている。このタイプは前
3 世紀頃に出現し、年代が新しくなるにつれ、肩部が強調されるようになっていく。特に前 2 世紀後半から
前 1 世紀前半に年代づけられている図は、それまでと比べ、極端に内容量が減少していることが明らかであ
る。このような器形は他の小アジアの遺跡からは報告されておらず、アテナイにおいても類似品をみること
はできない。 
(5) 装飾   
タルソスから出土しているウンゲンタリウムは、すべて無装飾である。 
(6) タルソスの特徴 
タルソスの特徴として、酸化焼成技法・胎土中に混和材を含む・無装飾という 3 つの特徴を備えたウンゲ
ンタリウムの出土が支配的である点をあげることができる。特に胎土中に混和材を含むウンゲンタリウムが 
第 13図 紡錘形（縮尺不明） 
〔Goldman, H. 1950〕 
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第 14図 タルソス出土のウンゲンタリウムの器形とその年代〔Goldman, H. 1950より作成〕 
支配的に出土している遺跡は、小アジアでは確認されていない。そのため、タルソスから出土している、こ
れらの特徴を備えたウンゲンタリウムは、在地において製作された可能性が高いと言える。タルソスにおけ
るウンゲンタリウムの生産が開始される時期を特定する事は、報告されている遺物が少ない現段階では困難
である。しかしながら、前 3 世紀以降の層から比較的多くのウンゲンタリウムが報告されていることから、
少なくとも前 2世紀には一般的な土器として当地での生産が行なわれていたと考えられる。 
 サルデイスやゴルディオンが、ギリシア地域からの搬入品を模倣することでウンゲンタリウムの生産を開
始したのに対し、タルソスでは、これまでのところギリシア地域からもたらされたウンゲンタリウムは確認
されておらず、その影響についても確認することができない。そのため、これらの遺跡とは異なる形でウン
ゲンタリウムの在地化が進行していった。特にキプロス島でも確認されている肩部の発達したタイプが生産
されていたことがそれを裏付けていると言える。 
 
3）ゴルディオン（Gordion）（第 5図の地図参照） 
 ゴルディオンはこれまでの調査によって、前期青銅器時代からローマ時代にかけて人々が居住していたこ
とが明らかになっている。長い歴史の中で、ゴルディオンが最盛期を迎えたのは、鉄器時代に中央アナトリ
アに興ったフリュギア王国の王都として機能していた時である。 
その後、アケメネス朝ペルシアの時代には、スーサからサルデイスへ至る王の道の中継地点として栄え、
ヘレニズム時代前半はペルガモン王国の領土として、後半にはヨーロッパから侵入してきたガラティア人の
集落として中央アナトリアの中心的な都市としてあり続けた。現在もアメリカのペンシルヴァニア大学によ
る継続的な調査が行なわれている。 
 
 
器 高  8.9cm 
胴部最大径  8cm 
口縁部最大径  不明 
混  和  材  なし 
焼 成 技 法  酸化焼成 
形     態  下記参照 
装     飾  刻線 
推 定 年 代  前 4世紀末            
 
 
 
 
 
 
第 15図〔Winter, Frederick A.1984より作成〕 
 163 
 
 
 
 
 
 
 第 17図〔Winter, Frederick A.1984より作成〕 
ゴルディオンからも数多くのウンゲンタリウムが出土しているが、詳細な報告はほとんどなされておらず、
写真もしくは図版が掲載されているものは僅かに 5 点のみである。そこでゴルディオン出土のウンゲンタリ
ウムについては、個別に分析していくこととする。 
第 15図は酸化焼成技法によって製作されているため、胎土は明赤色（10R6/5）を呈しており、焼成後に
胴部上方の最大径のところに 2 本の平行線を刻線で施している。最大の特徴は肩部にフェイクの把手が付い
ていることである。このように把手の付くタイプはウンゲンタリウムの中でも一番最古期にあたるもので、
アンホリュコスからウンゲンタリウムへと変化を遂げる過渡期のものであると考えられる。 
 
器   高  7cm 
胴部最大径  4cm 
口縁部最大径  1.7cm 
混  和  材  なし 
焼 成 技 法  酸化焼成 
形     態  下記参照 
装   飾  刻線  
推 定 年 代  前 3世紀              
 
第 16 図も同様に酸化焼成技法によって製作されており、胎土は明赤色（10R6/5）を呈している。外面に
は異なる 2 つのやり方で平行線文様が施されている。一つは第 15 図同様、焼成後に表面の上薬を削り取る
ようにして刻線で表現する方法ともう一つは焼成前の段階で刻線を施すやり方である。脚部の器形から前 3
世紀頃のものと考えられる。このことから少なくともゴルディオンでは前 4世紀から前 3世紀にかけてウン
ゲンタリウムが搬入品として持ち込まれていたと考える事ができる。 
 
器   高  11cm   
胴部最大径  6.5cm   
口縁部最大径  不明 
混  和  材  不明  
焼 成 技 法  不明 
形     態  下記参照 
装   飾  無  
推 定 年 代  前 2世紀初頭         
 
第 17図は第 18・19図と共に、ヘレニズム時代後期の焼土層を伴う居住群の床面直上から出土したもので
ある。この焼土層は、YHSS3A 層と同年代であり、前 189 年にローマ軍がゴルディオンを焼き討ちした際
のものと考えられる。そのため、このウンゲンタリウムは前 2 世紀初頭のものと考えられる。報告書中に図
面が掲載されているだけであり、混和材の有無や焼成技法に関しては、不明である。頸部と口縁部が欠損し 
 
器   高  13.5cm   
胴部最大径  4.75cm   
口縁部最大径  2cm 
混  和  材  不明  
焼 成 技 法  不明 
形     態  下記参照 
装   飾  彩文  
推 定 年 代  前 2世紀初頭 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 16図〔Winter, Frederick A.1984より作成〕 
 
 
第 18図〔Winter, Frederick A.1984より作成〕 
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第 19図〔Winter, Frederick A.1984より作成〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 20図 土器焼き窯跡出土 
〔Edwards, G. R.1959〕 
ているため、全体の形は不明だが、脚部が未発達であることから、紡錘形の中でも比較的古いタイプに属す
ると考えられる。アゴラの編年と照らし合わせると前 200—175年の頃のものと類似している事が分かる。し
かし、ゴルディオンから出土しているものは、アゴラのものよりも器壁が厚く、肩が張っている事が分かる。 
 
 
器   高  13cm   
胴部最大径  6cm   
口縁部最大径  2.5cm 
混  和  材  不明  
焼 成 技 法  不明 
形     態  下記参照 
装   飾  無  
推 定 年 代  前 2世紀初     
頭            
  
報告書中に図面が掲載されているだけであり、混和材の有無や焼成技法に関しては、不明である。脚部が
発達している点、胴部が細身であることから、紡錘形の中でも比較的新しいタイプに属すると考えられる。
アゴラの編年と照らし合わせると前 215—150年の頃のものと類似している事が分かる。しかしながら、器壁
の厚さを比較すると前 2～1世紀のアゴラのものが 2～2.5mmであるのに対し、第 18図は 5～6mmと非常
に分厚い。彩文の色は不明だが、胴部上方から頸部にかけて帯状文様が描かれていることが図面から読み取
ることができる。ゴルディオンの報告書の中では、このような彩文を伴うウンゲンタリウムは他に報告され
ていない。 
第 19 図は、報告書中に図面が掲載されているだけであり、混和材の有無や焼成技法に関しては、不明で
ある。脚部が未発達であることから、紡錘形の中でも比較的古いタイプに属すると考えられる。外見上は第
17 図と類似しているが、胴部下方が空洞化しておらず、内容量が少なくなっていることが分かる。アゴラに
おいては同様のものが確認されていないが、サルデイスの Tomb77.1 からはこれと全く同じタイプが出土し
ている。 
 
4）ゴルディオンの特徴   
 以上、5 点の出土事例から、ゴルディオンにおけるウン
ゲンタリウムの出現期は、前 4世紀末から前 3世紀初頭頃
であると考えられる。初期のウンゲンタリウムは、サルデ
イスと同様にギリシア地域からの搬入品であったが、遅く
とも前 2 世紀頃には、轆轤成形の未熟な器壁の分厚いウン
ゲンタリウムが在地にて生産されていたと推察される。サ
ルデイスと異なる点は、前 3 世紀以降も脚部が未発達な紡
錘形のウンゲンタリウムが生産されていたことである。こ
のことは、サルデイスとゴルディオンにおけるウンゲンタ
リウムの在地化を考える上で非常に興味深い。  
また、ゴルディオンでは上記の 5 点とは別に、ヘレニズ
ム時代後期に年代付けられている 2 つの土器焼きの窯跡
（Kiln A 及び Kiln B）から、未焼成のウンゲンタリウムと、その周辺から、破棄されたと思われる焼成済
みのウンゲンタリウムが多数検出されている〔Roger 1958〕［第 20 図］。未焼成のウンゲンタリウムの出
土が確認されたことは、東地中海沿岸を起源とするウンゲンタリウムがヘレニズム時代のゴルディオンにお
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第 21図 各遺跡出土のウンゲンタリウムの器形とその年代 
〔Susan I. Rotroff2004，Goldman, H.1950，Winter,Frederick A.1984より作成〕 
いて、搬入品として存在していただけではなく、在地において生産されていたことを示す直接的な証拠とな
る。つまり、新たな器種としてウンゲンタリウムが在地の土器群の中に取り入れられていたのである。  
 
 
5. 考 察 
 今回扱った、サルデイス、タルソス、ゴルディオンでは、ほぼ時間差なく前 4世紀後半から 3世紀初頭に
かけてウンゲンタリウムが出現する事が明らかとなった［第 21 図］。サルデイス、ゴルディオンで確認さ
れている最古の事例は、搬入品として持ち込まれた西斜面式土器であり、初期の段階では、アテナイなどで
確認されている還元焼成技法を用いて製作された灰色ウンゲンタリウムは確認されていない。一方、タルソ
スでは搬入品として特定できるウンゲンタリウムが出土しておらず、サルデイスやゴルディオンよりも早い
時期から在地において独自に生産が行なわれていたと考えられる。 
タルソスが海岸部から比較的近い場所に立地しているのに対し、サルデイスやゴルディオンは小アジアの
内陸部に位置している。それにも関わらず、ほぼ同時期にウンゲンタリウムが出現していることは、内陸部
の都市であっても、ヘレニズム時代には地中海を中心とした巨大な交易圏内に組み込まれる事により、香油
などの比較的高価な商品をめぐる交易活動が海岸部の都市と内陸の都市間で行なわれていた事を意味する。 
 在地化のあり方については、サルデイス、ゴルディオンは搬入品の模倣から、タルソスはそれらよりも早
い段階から独自に、それぞれ在地において生産を開始していたと考えられる。これを裏付けるのが、ストラ
ボンの地理誌やプリニウスの博物誌などに見られる、タルソスが古くから香料・香油の産地であったとする
記述である。 
タルソスは、香料・香油の産地として有名であったエジプトのアレクサンドリアと肩を並べるほどの産地
であり、ヘレニズム時代からローマ時代にかけて、多くの香料・香油を生産し輸出していた。それ故、香
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料・香油の容器であったウンゲンタリウムが外部からほとんど持ち込まれること無く、在地で生産が開始さ
れたと考えることができるのである。 
それに対し、サルデイスやゴルディオン周辺は香料・香油の産地であったとする記述がないことから、
中・小規模の香油の生産地であったか、もしくはタルソスのような産地からもたらされた香油を、在地で生
産したウンゲンタリウムにさらに小分けにして入れ、周辺集落に分配する「中継地」として機能していた可
能性が高い。 
特に、周辺に香油の産地をもたないゴルディオンにおいて、ウンゲンタリウムの大量生産を示唆するよう
な遺構が確認されたことは、生産地と消費地という単純な流通経路だけではなく、生産地から商品を買い付
け、消費地に対し小売りするという流通経路、つまりはゴルディオンにおいて中継交易が行われていたこと
を想定することができるのである。そうなると、ウンゲンタリウムを生産するという点でこれらの遺跡は同
じであるが、香油交易という点で考えるとその性格は異にするものと考えられる。 
 
 
おわりに  
 本稿では、サルデイス、タルソス、ゴルディオン出土のウンゲンタリウムの分析を通して、地域間での出
現期の差異とウンゲンタリウムの在地化の過程について考察を行った。これによって、ヘレニズム時代にな
ると海岸部の都市と内陸部の都市を包含した大きな経済圏が成立し、活発に交易活動が行なわれていたこと
が明らかとなった。 
 また、香油の流通経路に関する考察では、生産地と消費地という単純な関係ではなく、その両者を仲介す
るようなサルデイスやゴルディオンなどの内陸都市が存在していた可能性が高いことについて把握すること
ができた。 
 しかしながら、本稿で分析対象としたこれらの遺跡は、先行する鉄器時代から既に各地の中心的な都市と
して機能していたものであり、当時の一般的な集落、つまりは香油の消費地から出土しているウンゲンタリ
ウムの様相について全く分析することができなかった。 
今後は、消費地としての中・小規模の集落からの出土事例を含めた、小アジア全体のウンゲンタリウムの
出土状況を概観するとともに、そのデータベースを構築し、香油をめぐる生産地・中継地・消費地の三者間
の関係について詳細な検討を加え、当時の小アジアにおける香油交易の流通経路の復元に取り組んでいきた
いと思う。 
 
註 
1）アンフォラとは長い頸部と 2 つの把手をそなえた尖底の大型土器の総称である。後期青銅器時代には既にその器形が
出現しており、前 7 世紀のギリシアでは大量生産され、オリーブ油やワインなどの液体産物の海上交易に用いられる
ようになる。前 4 世紀以降になると把手部に「工房銘」や「紀年銘」を記したスタンプを刻印する習慣が広まり、器
形や胎土からの情報だけではなく、貴重な文字情報も伴うようになる。 
2）ヘレニズム時代のアンフォラを扱ったものとして、V.グレイスがアテナイのアゴラ出土の資料を分析した論文〔Grace 
1961〕や I.ホワイトブレッドのギリシア出土のアンフォラの胎土分析研を行なった論文〔Whitbread 1995〕などを挙
げることができる。また、近年では京都の古代学協会が行なっているエジプトのアコリス遺跡出土のアンフォラを分
析した論文がアコリス考古学プロジェクトから刊行されている〔Kawanishi and Suto 2005〕。 
3）ウンゲンタリウムが当時、どのように呼称されていたかについては、不明である。Hellstrom は当時は同じ香油瓶で
あるレキュトスやアラバストロンなどと同様に呼称していたのではないかと指摘している〔Hellstrom 1965〕。 
4）Myres と Thompson はシリアを起源として挙げている。それに対し、Kahane、Vessberg、Westholm はエジプトの
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アレクサンドリア起源を支持し、少数派ではあるが、Forti はスペインなどの西方を支持している〔Winter 1984〕。
このウンゲンタリウムの起源をめぐる論争に一石を投じたのが、Hellstrom である。彼はこれらの先行研究の分析を
行ない、ウンゲンタリウムは特定の地域から根源的な共通の影響を受け、出現したのではなく、多源的にほぼ同時期
に出現したという考えを示している〔Hellstrom 1965〕。筆者もこの考えに同意するものである。海上交易が栄え、
それまで以上に文物の動きが活発となったヘレニズム時代において、たとえ起源が一源的なものであったとしても、
それは活発な交易活動の中において、瞬く間に地中海一帯に広がったと考えられる。 
5）還元焼成とは、焼成の最終段階で窯の蓋を密閉することで窯の中を還元状態にし、土器表面に炭素を吸着させること
を指す。このような雰囲気で土器が焼成されると土器の表面及び断面は、灰色・黒色を呈するようになる。日本で生
産されている瓦の多くはこの還元焼成によって造られている。 
6）酸化焼成とは、十分な酸素の供給が可能な状況で焼成することを指す。このような雰囲気で土器が焼成されると土器
の表面及び断面は、赤褐色・黄褐色を呈するようになる。 
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